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自閉症児・者における社会的行動への発達支援

── セルフマネージメント手続きを中心に ──

五十嵐　一　徳＊・小笠原　　　恵＊＊

支援方法学分野

（2012年 9月14日受理）

　自閉症児・者の行動特徴において，これまで様々な
報告がなされており，中でも社会的行動における問題
は共通して取り上げられる。その社会的行動の特徴と
して，ルールを理解できない，集団からの要請や働き
かけによって起こる行動が乏しい，他の成員が示す行
動の観察・模倣が起こりにくい，役割行動がとれな
い，言語を用いた交流がほとんどない，さらに集団行
動が個人の行動にフィードバックされない等が挙げら
れる（篁，1977）。また，他児・他者への自発的な開
始行動（initiation）の頻度が乏しいことも指摘されて
いる（Lord ＆Magill, 1989）。
　適切な社会的行動を学んでいく重要性は健常児・者
のみならず自閉症児・者についても当てはまる。特に
自閉症児・者においては，将来の社会参加とQOLの
向上，問題行動の予防，養育ストレスの軽減などにつ
ながるために，積極的に働きかけをしていく必要性が
ある。

　自閉症児・者の社会的行動の発達促進・向上のため
の支援方法がいくつか開発されてきており，目的に応
じて使用されてきている。
　具体的な指導法として，社会的スキルトレーニン
グ，仲間チュータリング法（Blew, Schwartz & Luce, 

1985），機会利用型指導法（園山・秋元・板垣・小林，
1989），行動連鎖中断法（井澤・霜田・氏森，2001），

代表例教授法（井上・井上・小林，1996），集団随伴
性（涌井，2006），スクリプトおよびスクリプト・
フェイディング法（宮崎・下平・玉澤，2012），ソー
シャルストーリー（藤野，2005），セルフマネージメ
ント法（Strain & Kohler, 1994; Gumpel & David, 2000）
などが挙げられる。
　中でも本稿で概括するセルフマネージメント法は，
①他者からの監視がなくとも自分自身で標的行動を自
発するようになること，②場面・教員・活動を通して
新しく学んだ社会的なスキルを維持すること
（Buegio, Whitman, & Johnson, 1980），③他の標的とす
る行動を容易に組み入れやすいこと（Kern, Wacker, 

Mace, Falk, Dunlap, & Kromrey, 1995），すなわち，セル
フマネージメント手続きのルールをいったん学習し，
有益な行動管理が可能となったなら，他のあらゆる標
的行動にも応用が期待できるといったメリットが挙げ
られる。発達的視点からは，将来の自己選択・自己決
定に関係し，支援を受けながらもその人なりの自立し
た生活に寄与することが予想される。また，思春期の
子どもは自立心の芽生えからか大人からの指示や教示
に抵抗感を示す場合があり，そのような時に，他者か
らの教示が少なく自らの行動を管理するやり方を有し
ていると，児童期から成人期への発達移行もある程度
スムースにいくのではないかと考えられる。

　セルフマネージメントとは，ある標的行動に関連し
た先行事象や結果事象を自分で操作することにより，
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行動を変容したり維持する方法と定義される（志賀，
1988）。
　セルフマネージメントには，下位スキルがあり，主
に自己教示，自己監視，自己評価，自己強化が挙げら
れる（Browder &  Shapiro, 1985）。自己教示は，特定
の行動と行動連鎖を引き起こす弁別刺激を提供する過
程と定義される（Mace, Bangor & Hutchinson, 2001）。
すなわち，遂行前に標的行動を言語化することや，一
連の標的行動を表す写真や絵の手がかりを自分で操作
することが含まれる（Agran & Martin, 1987）。自己監
視は，自己観察と自己記録の 2つから成る。前者は自
らの行動を観察すること，後者は行動が生起したかど
うか自ら記録することである（Browder et al., 1985）。
自己評価は，前もって決めた基準と自分の遂行したこ
とを比較することである（Browder et al., 1985）。自己
強化は，最終的な行動が完了した時点で自分に強化子
を与えることである（山本・國枝・角谷，1999）。
　自閉症児・者にセルフマネージメント手続きを適用
する利点として，自閉症児・者への援助を最小限に抑
制する効果をもつ点が，強調される。すなわち，セル
フマネージメント手続きでは，子どもに提供している
援助の質や量が明確になり，子どもに携わる人の過剰
な援助や子ども自身過剰な他者への依存を予防する効
果をもつ（志賀，1988）といわれる。そして，自閉症
児・者にセルフマネージメント・スキルを習得させる
とき重要な点は，健常の人と同じようにすべての自分
の行動や活動を計画，指揮させるようにすることでは
ない（新井，1994）。周囲の大人が一方的に計画する
のではなく，個人の能力や障害の程度などを考慮に入
れ，障害をもつ子ども個人が活動を決定する機会と，
自分で行動をマネージメントさせる機会を提供するこ
と（新井，1994）である。そのためには，活動のプラ
ンを障害児個人の機能レベルに合わせて作り（スケ
ジュール表や約束表など），その活動を始めるときに
周囲の人の指示や監督に依存するのではなく，人の代
わりとなるもの（時計，表など）を使用できるように
することが重要となる。

　本稿では，セルフマネージメント手続きを社会的行
動の向上のために用いた先行研究を以下の点から概観
した。（1）対象児・者の特徴，（2）セルフマネージ
メントの下位スキル，（3）セルフマネージメントの
デバイス，（4）標的とされた社会的行動，であった。

今回概観した先行研究を表 1にまとめた。

４．１．対象児・者の特徴
　これまでに，セルフマネージメント手続きは，知的
能力に遅れがある対象児・者には適用が困難であると
いう指摘もあった。しかしながら，近年においてはそ
の指摘を否定する研究が数多くなされている。
　Strain and Kohler（1994）における対象児 3名はい
ずれも知的障害を伴う自閉症幼児であった。具体的に
は，生活年齢が 3 ～ 5歳で，うち 2名（4，5歳）は
言葉を発せず，わずかのサインなどを用いてコミュニ
ケーションをとることができた。2名とも高頻度で常
同行動を示し，マッカーシー子ども能力尺度のすべて
のカテゴリーで 1パーセンタイル以下であった。他の
1名（3歳）は模倣とエコラリアがみられ，遊び道具
を適切に扱うことができた。マッカーシー子ども尺度
のすべてのカテゴリーで 2パーセンタイル以下であっ
た。この 3歳児は，セルフマネージメント手続きが適
用された対象児の中で，最も低い年齢であった。
　その他には，発語がみられず，PECSを用いてコ
ミュニケーションを行う児童（Newman, ＆ Eycy, 

2005），マッカーシー子ども能力尺度のすべてのカテ
ゴリーで 5パーセンタイルよりも低い 5歳児
（Shearer, Koher, Bucha, ＆ McCllough, 1996）などが対
象となっていた。

４．２．セルフマネージメントの下位スキル
　社会的行動の向上を目的としてセルフマネージメン
ト手続きを用いたこれまでの研究すべてにおいて，先
述した自己監視と自己強化の下位スキルが適用されて
いた。もっとも，標的行動生起後にチェック表に記録
したり，トークンを操作する手続きがとられており，
自己監視と自己強化の区別がつきにくい研究がほとん
どであった。
　例えば，Reinecke, Newman,and Meinberg（1999）は
自閉症幼児を対象に，共有行動を教える手続きとして
セルフマネージメントの効果を検討した。その手続き
は，標的行動が生起した後に，机に山積みになってい
るトークン（コイン）を対象児の右側に置かれたカッ
プの中に入れるといったものであり，トークンを標的
行動に随伴しているようにも，自己監視のように標的
行動の生起の有無を監視しているようにも捉えること
ができる。
　このように先行研究で適用された自己監視と自己強
化とは表面上類似しているだけでなく，結果として標
的行動の上昇がみられることもあり，厳密に区別する
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い
う

よ
り

も
む

し
ろ

、
他

の
メ

カ

ニ
ズ

ム
（
反

応
効

果
、

自
己

意
識

）
が

働
い

た

か
も

し
れ

な
い

。

S
tr

ai
n
,P

.S
.a

n
d 

K
o
h
le

r,
F
.,W

.

(1
9
9
4
)

自
閉

症
幼

児
３

名

の
社

会
的

相
互

作

用
に

お
け

る
自

己

監
視

に
つ

い
て

の

効
果

を
検

討
し

た
。

３
名

の
自

閉
症

幼
児

（
男

児
）
。

C
A

３
～

５

歳
。

２
名

は
言

葉
を

発
せ

ず
、

わ
ず

か
の

サ

イ
ン

な
ど

を
用

い
て

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

す

る
こ

と
が

で
き

た
。

う
ち

１
名

は
常

同
行

動
と

不
適

切
な

物
の

扱
い

を
示

し
、

も
う

１
名

は

わ
ず

か
な

が
ら

も
物

を
適

切
に

扱
う

こ
と

が
で

き
た

。
マ

ッ
カ

ー
シ

ー
子

ど
も

能
力

尺
度

の

す
べ

て
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
で

１
パ

ー
セ

ン
タ

イ
ル

以
下

で
あ

っ
た

。

他
の

1
名

は
模

倣
と

エ
コ

ラ
リ

ア
が

み
ら

れ
、

遊
び

道
具

を
適

切
に

扱
う

こ
と

が
で

き
た

。

マ
ッ

カ
ー

シ
ー

子
ど

も
尺

度
の

す
べ

て
の

カ

テ
ゴ

リ
ー

で
２

パ
ー

セ
ン

タ
イ

ル
以

下
で

あ
っ

た
。

健
常

の
仲

間
に

対

す
る

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

開
始

行
動

・
同

時

的
行

動
・

社
会

的

反
応

対
象

児
・

場
面

間
マ

ル
チ

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

デ
ザ

イ

ン
。

・
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
後

に
対

象
児

と
健

常
の

仲
間

と

一
緒

に
社

会
的

ス
キ

ル
訓

練
が

実
施

さ
れ

た
。

A
：

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

B
：

ポ
ス

タ
ー

掲
示

C
：

教
員

に
よ

る
促

進
手

続
き

（
標

的
児

１
名

の

み
に

適
用

）

D
：

自
己

監
視

手
続

き

自
己

監
視

手
続

き
：

教
員

は
子

ど
も

の
標

的
行

動
を

促
進

す
る

た
め

に
プ

ロ
ン

プ
ト

と
セ

ッ
シ

ョ
ン

後
の

報
酬

を
与

え
た

。
教

員

に
よ

る
プ

ロ
ン

プ
ト

は
、

系
統

的
に

フ
ェ

イ
デ

ィ
ン

グ
し

て
い

っ
た

。

し
か

し
、

母
親

は
こ

の
条

件
を

通
し

て
制

限
な

く
指

示
し

て
い

た
。

　
２

つ
の

構
成

要
素

を
伴

う
監

視
手

続
き

が
実

施
さ

れ
た

。
第

一

に
、

標
的

児
は

、
ウ

レ
タ

ン
素

材
の

デ
ィ

ス
ク

（
直

径
４

イ
ン

チ
）

1
0

個
与

え
ら

れ
た

。
そ

し
て

、
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
開

始
行

動
、

同

時
行

動
、

応
答

行
動

を
示

し
た

後
に

す
ぐ

に
、

シ
リ

ン
ダ

ー
の

容
器

に
デ

ィ
ス

ク
を

１
つ

入
れ

た
。

そ
の

後
、

決
め

ら
れ

た
数

の

デ
ィ

ス
ク

が
容

器
の

中
に

入
れ

ら
れ

た
ら

、
標

的
児

と
健

常
の

仲
間

あ
る

い
は

兄
弟

は
、

少
し

ば
か

り
の

食
餌

的
報

酬
を

選
択

で
き

た
子

ど
も

は
は

じ
め

デ
ィ

ス
ク

を
入

れ
る

度
（
つ

ま
り

、
F
R

１
）

に
食

餌
的

報
酬

を
選

択
し

た
が

、
こ

の
強

化
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

は
系

統
的

に
フ

ェ
イ

デ
ィ

ン
グ

さ
れ

た
。

標
的

行
動

の
生

起
の

有
無

ウ
レ

タ
ン

素
材

の

デ
ィ

ス
ク

（
直

径
４

イ
ン

チ
）

１
０

個

・
自

己
監

視
パ

ッ
ケ

ー
ジ

は
、

仲
間

や
同

胞
と

の

相
互

作
用

を
向

上
さ

せ
た

。

・
プ

レ
ス

ク
ー

ル
場

面
と

家
庭

場
面

で
の

介
入

手

続
き

の
実

施
は

、
子

ど
も

の
社

会
的

行
動

の
側

面
に

影
響

を
及

ぼ
し

た
。

N
e
w

m
an

,B
.,R

e
in

e
c
ke

,D
.R

.,a
n
d 

M
e
in

be
rg

,D
.L

..(
2
0
0
0
)

変
化

に
富

む
反

応

を
高

め
る

た
め

に

自
己

管
理

手
続

き

が
用

い
ら

れ
た

。

６
歳

の
自

閉
症

児
２

名
と

幼
稚

園
に

通
う

自

閉
症

幼
児

。
軽

度
知

的
障

害
（
ビ

ネ
ー

知

能
検

査
）
。

完
全

文
で

話
す

こ
と

が
で

き
た

。

全
員

、
ト

ー
ク

ン
エ

コ
ノ

ミ
ー

シ
ス

テ
ム

は
経

験
済

み
で

あ
っ

た
。

１
名

は
ロ

ボ
ッ

ト
の

玩
具

で
色

々
遊

ぶ

こ
と

。
も

う
１

名
は

質
問

に
言

葉
で

答

え
る

こ
と

。
１

名
は

色
々

な
絵

を
描

く

こ
と

。

対
象

児
間

多
層

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

デ
ザ

イ
ン

A
：

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

B
：

自
己

管
理

（
ト

ー
ク

ン
を

用
い

た
自

己
管

理
）

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
：

１
か

月
後

に
自

己
管

理
フ

ェ
イ

ズ
と

同
じ

条
件

で
行

わ
れ

た
。

・
標

的
行

動
が

生
起

し
た

時
に

ト
ー

ク
ン

を
と

り
、

生
起

し
な

か
っ

た
場

合
に

は
、

ト
ー

ク
ン

を
取

ら
な

い
よ

う
に

指
導

し
た

。
標

的
行

動
の

生
起

の
有

無
ト

ー
ク

ン

・
自

己
管

理
フ

ェ
イ

ズ
で

標
的

行
動

が
増

加
し

た
。

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
で

標
的

行
動

の
維

持
が

み
ら

れ

た
。

・
自

己
管

理
の

正
確

性
は

6
0
％

よ
り

高
く
な

る
こ

と
は

な
か

っ
た

。

表
１
　
先
行
研
究
の
概
観
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筆
者

目
的

参
加

者
従

属
変

数
デ

ザ
イ

ン
及

び
手

続
き

自
己

管
理

手
続

き
自

己
管

理
の

弁
別

刺
激

自
己

管
理

の

de
vi

c
e

結
果

と
考

察

R
e
in

e
c
ke

,D
.R

.,N
e
w

m
an

,B
..

an
dM

e
in

be
rg

,D
.L

.(
1
9
9
9
)

自
閉

症
幼

児
を

対

象
に

、
共

有
行

動

を
教

え
る

手
続

き

と
し

て
自

己
管

理

の
効

果
を

検
討

し

た
。

自
閉

症
幼

児
３

名
（
軽

度
知

的
障

害
１

名
、

中
度

知
的

障
害

２
名

）
。

１
名

が
多

語
文

、
２

名
が

２
語

文
。

指
導

開
始

時
全

対
象

児
は

４

歳
で

あ
っ

た
。

家
庭

に
お

け
る

共

有
行

動
（
手

に
持

っ
た

お
も

ち
ゃ

を

他
児

に
渡

す
）

反
転

デ
ザ

イ
ン

（
A

B
A

B
）
。

A
：
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
（
非

随
伴

強
化

）

B
：

自
己

強
化

（
ト

ー
ク

ン
を

自
分

で
取

る
）

標
的

行
動

が
生

起
し

た
後

に
、

机
に

山
積

み
に

な
っ

て
い

る
ト

ー

ク
ン

（
pe

n
n
y）

を
対

象
児

の
右

側
に

置
か

れ
た

カ
ッ

プ
の

中
に

入
れ

る
よ

う
に

指
導

し
た

。

標
的

行
動

の
生

起
の

有
無

ト
ー

ク
ン

ト
ー

ク
ン

を
入

れ
る

た
め

の
コ

ッ
プ

・
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
よ

り
も

自
己

強
化

フ
ェ

イ
ズ

で
高

頻
度

の
共

有
行

動
を

示
す

よ
う

に
な

っ
た

。

・
自

己
管

理
の

正
確

性
は

高
く
な

か
っ

た
。

こ
の

こ
と

は
、

ト
ー

ク
ン

と
反

応
と

の
随

伴
関

係
は

行

動
変

容
の

重
要

な
変

数
で

は
な

い
こ

と
が

示
唆

さ

れ
た

。

A
gr

an
,M

.,S
in

c
la

ir
,T

.,A
lp

e
r,
S

.,C
av

in
,M

.,W
e
h
m

e
ye

r,
M

.,a
n
d 

H
u
gh

e
s,

G
.

（
2
0
0
5
）

中
度

か
ら

重
度

の

知
的

障
害

児
６

名

を
対

象
に

、
通

常

教
育

場
面

で
の

指

示
従

事
ス

キ
ル

に

お
け

る
自

己
監

視

方
略

の
効

果
を

検

討
し

た
。

1
3

～
1
5

歳
の

知
的

障
害

児
６

名
（
IQ

3
0

～
7
2
）
。

J
B

（
1
3

歳
、

IQ
6
0
）

：
強

迫
的

行
動

と
ア

ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群

G
S

（
1
5

歳
、

IQ
5
0
）

：
自

閉
症

A
H

（
1
4

歳
、

IQ
3
0
）

：
自

閉
症

。
質

問
に

不
適

切
に

答
え

る
。

２
つ

以
上

の
指

示
内

容

に
従

う
こ

と
が

困
難

指
示

従
事

行
動

対
象

児
間

多
層

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

デ
ザ

イ
ン

A
：

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

B
：

介
入

（
自

己
監

視
手

続
き

、
指

示
に

従
っ

た
ら

「
＋

」
「
－

」
で

自
己

記
録

）

C
：

維
持

フ
ェ

イ
ズ

（
自

己
監

視
シ

ー
ト

は
渡

さ

れ
た

）

課
題

分
析

の
ス

テ
ッ

プ
を

遂
行

し
た

ら
、

自
己

監
視

シ
ー

ト
の

所

定
の

マ
ス

に
「
＋

」
を

、
遂

行
し

な
か

っ
た

ら
「
－

」
を

記
入

す
る

よ
う

に
指

導
し

た
。

標
的

行
動

の
生

起
の

有
無

自
己

監
視

シ
ー

ト

（
指

示
内

容
は

書

か
れ

て
あ

っ
た

）

・
対

象
児

す
べ

て
に

お
い

て
、

自
己

管
理

方
略

を
習

得
し

、
標

的
行

動
の

達
成

基
準

を
維

持
す

る
結

果
を

示
し

た
。

・
IQ

3
0

の
対

象
児

は
、

維
持

フ
ェ

イ
ズ

に
移

行

す
る

た
め

の
達

成
条

件
を

満
た

す
の

に
1
0

セ
ッ

シ
ョ

ン
以

上
要

し
た

。
ま

た
、

維
持

フ
ェ

イ
ズ

で

の
反

応
率

は
下

降
傾

向
を

示
し

た
。

N
e
w

m
an

,B
.,B

u
ffi
 n

gt
o
n
,D

.

M
.,O

'G
ra

dy
,M

.A
.,M

c
D

o
n
al

d,
M

.

E
.,P

o
u
ls

o
n
,C

.L
.,a

n
d 

H
e
m

m
e
s,

N
.S

.
（
1
9
9
5
）

１
つ

の
活

動
を

完

遂
し

た
後

に
、

次

の
活

動
を

言
語

的

に
示

す
こ

と
に

お

い
て

、
自

己
管

理

の
効

果
を

検
討

し

た
。

自
閉

症
生

徒
３

名
。

全
員

、
デ

ジ
タ

ル
時

計

を
読

む
こ

と
が

で
き

た
。

軽
度

・
中

度
の

知

的
障

害
を

有
し

て
い

た
。

S
c
o
tt

（
1
4

歳
）

：
読

み
と

算
数

の
レ

ベ
ル

は
３

年
生

程
度

。
発

語
は

不
明

瞭
で

あ
る

が
、

理
解

で
き

た
。

極
度

に
プ

ロ
ン

プ
ト

に
依

存

す
る

傾
向

が
あ

っ
た

。

P
e
te

r
（
1
6

歳
）

：
読

み
と

算
数

の
レ

ベ
ル

は
５

年
生

程
度

。
発

話
は

適
切

な
内

容
で

あ

っ
た

が
、

不
適

切
な

笑
い

が
あ

り
、

む
ら

が

あ
っ

た
。

A
le

x
（
1
7

歳
）

：
読

み
と

算
数

の
レ

ベ
ル

は

３
年

生
程

度
。

完
全

文
を

話
す

こ
と

が
で

き

ず
、

質
問

に
対

し
一

語
文

で
答

え
る

こ
と

は

で
き

た
。

移
行

す
る

時
間

を

同
定

し
報

告
す

る

こ
と

対
象

者
間

多
層

ベ
ー

ス
ラ

ン
デ

ザ
イ

ン
。

A
：

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

（
非

随
伴

強
化

）

B
：

自
己

管
理

（
後

ろ
の

ポ
ケ

ッ
ト

か
ら

前
の

ポ

ケ
ッ

ト
に

ト
ー

ク
ン

を
移

す
よ

う
に

指
導

さ
れ

た
）

C
：

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
（
１

か
月

後
に

自
己

管
理

手
続

き
が

実
施

さ
れ

た
）

・
自

己
管

理
の

方
法

：
後

ろ
の

ポ
ケ

ッ
ト

に
７

つ
の

ト
ー

ク
ン

を

入
れ

て
お

き
、

適
切

に
移

行
を

同
定

し
た

な
ら

、
ト

ー
ク

ン
を

前

ポ
ケ

ッ
ト

に
移

し
た

。

・
自

己
管

理
を

教
え

る
指

導
は

６
セ

ッ
シ

ョ
ン

行
わ

れ
た

。
そ

の

後
、

自
己

管
理

を
促

す
手

掛
か

り
は

除
去

さ
れ

た
。

・
活

動
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
表

・
活

動
の

終
わ

り
の

時
間

ト
ー

ク
ン

・
自

己
管

理
フ

ェ
イ

ズ
か

ら
標

的
行

動
の

遂
行

率

が
増

加
し

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

で
も

そ
の

増
加

が

維
持

さ
れ

た
。

・
自

己
管

理
の

効
果

に
つ

い
て

、
pu

bl
ic

 g
o
al

-

se
tt

in
g

と
so

c
ia

l 
sc

ru
ti
n
y

と
ル

ー
ル

順
守

と
い

う
観

点
か

ら
考

察
さ

れ
た

。

A
pp

le
,A

.L
.,B

ill
in

gs
le

y,
F
.,a

n
d 

S
c
h
w

ar
tz

,I,
S
.(
2
0
0
5
)

高
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ことは困難であった。

４．３．セルフマネージメントのデバイス
　セルフマネージメント手続きでは，自らの行動を記
録する表のようなデバイスが使用されている。
　Apple, Billingsley, and Schwartz. （2005）では，高機
能自閉症あるいはアスペルガー症候群のある幼児を対
象に，他者へのほめ言葉を指導した。セルフマネージ
メントのデバイスは，カウンター機能付きのリストバ
ンド（wrist counter）の他に，2つのマスとご褒美の
写真が添えられたチェック表であった。
　Shearer et al. （1996）は，自閉症幼児 3名の社会的相
互作用と活動関与における自己監視介入の効果につい
て検討したが，12個のビーズが連なった道具をセル
フマネージメントのデバイスとして用い，標的行動が
生起した後に，ビーズを動かすよう指導した。
　このデバイスは，対象児の発達段階や能力に応じて
取り決める必要があり，また標的行動の出現結果が子
どもにとって明確に示されるツールであることが望ま
しいことがうかがわれた。
　また，トークンもよく用いられていた。トークンを
標的行動に自ら随伴させる方法を取り入れた研究で
は，対象児が他者管理によるトークンエコノミーシス
テムを経験している場合もあり，対象児にとってなじ
みのあるものをセルフマネージメントのデバイスとし
て採用することも考えられる。

４．４．標的とされた社会的行動
　開始行動（Newman ＆ Eycy, 2005），健常児あるい
は大人との言語的・非言語的社会的行動（Shearer et 

al., 1996），質問に言葉で答えること（Newman., 

Reinecke,＆ Meinberg, 2000），共有行動（Reinecke et 

al., 1999），賞賛反応（Apple et al.， 2005），適切な会話
（Newman, Buffington, & Hemmes, 1996），要請・コメ
ント・共有といった社会的スキル（Morrison, Kamps, 

Garcia, ＆ Parker, 2001）などの社会的行動が標的とさ
れた。
　言語的反応・非言語的反応を問わず標的とされた社
会的行動は多岐に渡るといえる。また，いくつかの先
行研究（例えば，Apple, et al., 2005）では，社会的行
動の始発にセルフマネージメントは特に効果を示すこ
とが述べられている。しかし，今回概観した先行研究
すべてにおいて，セルフマネージメント手続きを用い
て標的行動の生起を高めた後に，その手続きを除去し
た場合の標的行動の生起頻度を検討した研究は見当た
らなかった。したがって，セルフマネージメントを除

去した後に，自然な環境条件下で標的行動が生起する
かどうか，またそのような条件下へ移行させるための
セルフマネージメントのフェイディング方法について
検討することは今後の課題といえるだろう。

　上述で概観した対象児・者の特徴，セルフマネージ
メントの下位スキル，セルフマネージメントのデバイ
ス，そして標的行動との関係性を明確にし，セルフマ
ネージメントによる支援を体系化するために，応用行
動分析学における状況要因―先行条件―行動―後続条
件の枠組みに照らし合わせて考察する。その概略図を
図 1に示した。

５．１．状況要因（個人の能力）
　状況要因としての個人の能力が，セルフマネージメ
ント及び標的行動生起に影響を及ぼすと考えられる。
先行研究から言語能力は低くともセルフマネージメン
ト手続きは適用することができることが明らかになっ
た。Koegel, Koegel, and Parks（1990）が指摘している
ように，言語能力はセルフマネージメントの前提条件
ではないことが推察される。
　認知能力に関しては，模倣ができたり，単純な因果
関係の理解ができること，すなわち，AしたらBをす
るあるいはAしたらBが与えられるといったことを理
解していると，セルフマネージメントが適用しやすく
なることが推察された。
　今後もセルフマネージメントの前提条件となる能力
について検討をしていくことが望まれよう。

５．２．先行条件
　先行条件としては，標的行動の弁別刺激とセルフマ
ネージメントのデバイスが考えられる。質問に答える
という標的行動の場合，他者からの質問が弁別刺激で
ある。このように弁別刺激が他者から確実に与えら
れ，特定しやすい場合，標的行動の生起もスムーズに
促されることが推察される。一方，共有行動や始発的
賞賛行動のように，他者から与えられる特定の刺激で
なく，その場の状況全体であったり，ある特定の刺激
に自ら注意を向けなければならない場合，標的行動の
自発生起を促すことが困難であることが予想される。
特に，自閉症児・者は，シングルフォーカス（同時に
複数の情報を処理することの困難さ）という特徴を抱
えている場合があるために，このことは容易ではない
だろう。
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　そこで，セルフマネージメントデバイスがあると，
標的行動を引き起こすためのきっかけ作りになること
が考えられる。例えば，Apple et al. （2005）は実験 1
でビデオモデリングと他者による強化随伴手続きを用
いて，始発的賞賛行動の自発生起を促そうとしたが，
他者による強化随伴手続きが撤去されるや否や始発的
賞賛行動は減少した。実験 2でリストカウンターや
チェック表といったデバイスを用いたセルフマネージ
メント手続きを施したところ，始発的賞賛行動は安定
して生起するようになった。このことから，デバイス
の存在が標的行動の生起に影響を及ぼしたことが考え
られる。課題従事行動のような社会的行動以外の行動
を標的としたセルフマネージメントに関する研究の中
には，自己記録のデバイスの顕著さ（obtrusiveness）
が標的行動の生起に関係しているのではないかと指摘
する研究があり（Nelson, Lipinski, & Boykin，1978），
社会的行動においても同様のことがいえるのではない
かと思われる。

５．３．行動（標的行動と自己監視・自己強化）
　先述したように，標的とされた社会的行動の型は
様々であり，自己監視や自己強化の手続きが用いられ
ることが多かった。標的行動を先行条件との関係から
捉えると，他者からの反応に応答するタイプとそうで
はないタイプに分けられる。本稿では便宜的に，前者
を応答型，後者を始発型と命名する。
　対人的なやりとりを行っている間に，毎回自己監視
や自己強化を行うのは不自然である。この点に関する
社会的妥当性について検証した研究は皆無であった
が，自己監視や自己強化をフェイディングしていくこ
とが望ましいのではないか。例えば，自己監視や自己
強化における強化スケジュールを希薄化していくこ

と，毎回の自己監視や自己強化から対人的やりとり終
了後に自己評価するように移行させていくことが考え
られる。いずれにせよ，自己監視や自己強化を効果的
にフェイディングし，自然な強化随伴性にさらすよう
な方法の検討が必要であろう。

５．４． 後続条件（社会的・自然な結果とセルフマ
ネージメントにおける強化子）

　行動の生起にはなんらかの強化子の随伴が関係して
いる。社会的行動も同様に強化随伴性によって，それ
が生起する。自閉症の特徴として外的刺激に対して過
敏であったり鈍感であるなど，特異な様相を呈するこ
とが指摘されている。このことは，社会的行動に随伴
する社会的・自然な刺激が強化子としての機能をもつ
ようになるための阻害要因であると推察される。
　そこで，自己監視や自己強化のように標的行動の生
起を自ら記録したり結果を操作し，その上自己監視や
自己強化の維持のための強化刺激（対象児の好みの事
物）と社会的・自然な結果とを対提示することで，社
会的・自然な結果が強化機能をもつようになるのでは
ないかと考えられる。
　しかしながら，本稿で概観した先行研究ではそこま
での分析はなされておらず，今後の課題として挙げら
れる。

　セルフマネージメント手続きには反応効果という現
象がみられる（Nelson and Hayes, 1981）。これは自己
監視による標的行動の変化全般のことを指す。この用
語は，自己監視が正確に行われなくとも標的行動に変
化がみられた場合に用いられることが多い。本稿で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図１　セルフマネージメント手続きの枠組み
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は，自己監視と自己強化の正確性と社会的行動の自発
生起との関連について詳細に検討していないが，自己
監視の正確性と社会的行動の生起との間には相関がみ
られた研究と相関が認められない研究があった。相関
があまり認められなかった研究では，公の目標設定
（public goal-setting）と社会的監視（social scrutiny），
及びルール順守に端を発する負の強化のメカニズムが
セルフマネージメント手続きに内包しており，それら
が標的行動の生起に関連しているのではないかと考察
し て い る（Newman, Buffington, O ’Grady, McDonald, 

Poulson.＆Hemmes., 1995）。今後も反応効果について
の検討が必要であろう。
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自閉症児・者における社会的行動への発達支援

── セルフマネージメント手続きを中心に ──

Developmental Support for Social Behavior of Autism :

Focus on Self-Management

五十嵐　一　徳＊・小笠原　　　恵＊＊

Kazunori IGARASHI  and  Kei OGASAHARA

支援方法学分野

 The purpose of the present paper is to examine researches in the self-management to social behavior of autism. We 

reviewed the studies in this field and analyzed research in 4  point. character of subjects, sub-skill of self-management, 

devise, target behaviors. And we arrange of those knowledge in the view point of four-term-contingency, setting events, 

discriminative stimulus, behaviors, and reinforcements. We presented flame of self-management in a case of targeted social 

behaviors. In the future, we have needs to examine relations between correctness of self-management and occurrence of 

target behaviors.

Key words: autism, self-management, social behaviors
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184-8501, Japan

　本稿では，自閉症児・者を対象とし社会的行動の向上のためのセルフマネージメント手続きについて
の先行研究を以下の 4つの視点から概観した。①対象児・者の特徴，②セルフマネージメントの下位スキル，
③セルフマネージメントのデバイス，④標的とされた社会的行動，である。それによって得られた知見を行動
分析学の状況事象―先行条件―行動―後続条件という 4項随伴性の観点で整理し，社会的行動を標的とする場
合のセルフマネージメント手続きの枠組みを提示した。今後の課題として，セルフマネージメントの正確性と
標的行動の生起についての関連性を挙げた。

キーワード: 自閉症，セルフマネージメント，社会的行動
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